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が、全米どこにいっても自につく。

中国や台湾についても、なにかがおかしいと、アメリカ人は感じは
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じめている。中ソ和解の動きが、少くとむ萌芽の形として出てきたと
あること、しかもアメリカ製品で代替可能なものが大部分であること

す
畠嶋嶺地同州問剖帽、何人かのアメリカ人議員相マスコれ闘係者
は記憶されてよい。日本からの輸出は、彼らにとって不可欠な存在で

がつよい闘訓刻現叫対外dfdd文一において捉えられるべきであろ
はない。実はこのあたりにも、アメリカの対日姿勢のきびしさが潜ん
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レーガン政権の対中政策のもたつきと、台湾への未練が、中国をし
が、「良くて安いL製品ということで、アメリカ人消費者も手を出

てアメリカとの関係に疑問を抱かせるに至ったのではないか、という
じ、その結果、どんな辺部なところにいっても、日本製品の三巴玄ロミ

発言や問いが、何人もの口から発せられたからである。

サダトの暗殺以来、中近東情勢が不透明度を加えてきていることも

いうまでもない。イスラエルやサウジアラビアとの従来は良好だった

関係にも、このところかげりが目立つようになった。むろんこれに

は、当該諸国の国内事情も深刻にからみあっているので、すべてをレ

ーガン政策の責めに帰することは妥当ではないが、そうと知りつつア

メリカ人の心は、なにかすっきりしないのであるJ
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と、いわば超党派の見解をご披露することになる。
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むろん超党派といっても、日本流の超党派とはちがう。一人一党と

先日、雪にうずもれたワシントンを訪れ、何人かの連邦議員とかな
もいえるあの国の
議会では、共和党と民主党それぞれに所属する議員

り突っこんだ話し合いをする折があった。

が）党議にしばられ）打って一丸となって同様の投票行動を行なうの

もとより多
様性をもって知られるアメリカのこととて、話を立法府
は、きわめて稀有なことじ属する。

に限ってさえ、巨象の、そのまたほんの一部を撫したようなもの、大，Jしたがって、』超党派の議案が提出されたといってもブそれは共和民

きなことを言うつもりも資格もありはしない。ただそれらの、議員の中
主両党にたまたま籍をおく複数の議員が、党派を越えてある法案を出

に、タワl上院軍事委員長と、ザプロァキ1下院外交委員長のこ人が
した、というにすゲない。決議案も同じことだ。ぞれを日本流に、ぁ

含まれていたことで、通商摩擦や軍事力の面での，アメリカの対日姿勢
たかも自民党と社会党とが、党執行部のレベんで一致した行動を三る

について、強硬派の連邦議員の代表的な意見に触れる機会をもったと
ことを決め、それぞれの所属議員が、一－糸乱れず党議に従って向じ票

た
が

はいえるだろう。この二人とは、一時間のテレビ番組をはさんで、前
を投じたかのごとくに解しては、大きく筋を違えることになる。

後二時間ほどやりあった。

それに提出される議案の数は向うの方が比較にならないほど多く、

彼らと交わしたかなり激越なやりとりの内容の一部を直接引用では
公聴会とは出席者が自由澗迷に意見を述べ合う、‘いわば弁論大会と研

なくあとで紹介する。タワ1氏が共和党、ザプロッキー氏が民主党
修会とをつきまぜたような存在である。この手のアメリカに関する基
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